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研究成果の概要（和文）：ソーシャルスキルの異文化適応促進仮説に注目し、教育応用を視野に対人関係の形
成・維持・発展のための異文化間ソーシャルスキルの実証的解明をめざした。認知行動療法の手法を異文化間心
理学と異文化間教育学に応用し、健康教育としての心理教育に活かす発想を持つ。
在外日本人と在日外国人を対象に複数文化圏を取り上げ、異文化適応を多角的に調べた。社会文化的困難と対処
を探索し、対人行動の適応価を評価し、学習教材開発に有用な情報を収集した。コュニティ型適応、自由人、文
化行動のスイッチング、アカデミック・カルチャーショック、日系人の両価性、を造語した。異文化適応研究の
新たな知見の構築と理論的進展に貢献した。

研究成果の概要（英文）：According to cross-cultural adaptation enhancing hypothesis of social 
skills, cross-cultural social skills for interpersonal relationship formation were investigated with
 consideration with educational application. Techniques of cognitive behavioral therapy were applied
 to cross-cultural psychology and cross-cultural education study. Japanese people in oversea 
countries and international people in Japan were investigated. Socio-cultural difficulty and coping,
 influence of interpersonal behaviors to adjustment were investigated. Information for educational 
materials were collected. Some words were created like community style adjustment, free person, 
cultural behavior switching, academic culture shock, and ambivalence of Japanese Brazilians. This 
study contributed to constructing new knowledge and theoretical development of cross-cultural 
adjustment.

研究分野： 健康心理学、異文化間心理学

キーワード： 異文化適応　健康教育　異文化間ソーシャルスキル　在外日本人　在日外国人　異文化間教育　心理教
育　異文化接触

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来異文化適応研究の主軸となってきた日米間ではなく、ブラジル、トルコ、フランス、セルビア、ベトナム、
インドネシア、中国といった、研究が未開拓の多様な文化圏に焦点を当てた。これらの国と日本との国際移動者
に心理学的解明の光を当て、開拓的知見をもたらした。その新規性と開拓性が学会賞に結びついた研究もある。
教育応用を視野に入れており、グローバル化を支援する介入研究への展開が期待できる。
欧米中心だった異文化適応理論の文化一般性を検証し、特定地域間の移動と適応を詳細に評価し、文化特定性を
伴う現象の解明を進めた。総括として、異文化適応研究をアジア発の知見で問い直す提言を行い、その流れの一
翼を担った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

(1)社会的背景 

急速なグローバル化の中で、健康心理学も国内向けの健康指導に閉じてはいられず、国境を越
えた流動性の中で人がどう健康を保つかという、新たな課題が生じている。 

(2)学術的背景  

異文化圏での対人関係が文化受容やソーシャルサポートの獲得につながるとの知見から、異
文化間の対人関係形成の適応価を軸にした、ソーシャルスキルの異文化適応促進仮説に注目し
たい。だが、人付き合いの要領「ソーシャルスキル」の「訓練」は、臨床心理学領域で普及して
いるものの、国内でのドメスティックな関係への適用になっている。 

①ソーシャルスキルの研究は、同国内の対人関係研究に焦点を当てて進展している。だが、異
文化間の対人関係形成を視野に入れた研究は未開拓である。 

②異文化滞在者の研究は、異文化不適応の臨床的な調査・研究はみられる。しかし、その予防
策は未発達である。 

③健康教育の研究は、国内の生活習慣については盛んに行われている。ただし、異文化滞在者
の健康教育は、注目されてこなかった。 

④治療的修正の「訓練」は、医療モデルに基づく。しかし母文化を否定することなく、異文化
対応の能力を拡充する、「学習」のための教育モデルは未発達である。 

 (3)異文化間ソーシャルスキル研究の動機 

 「異文化間ソーシャルスキル」という学術的概念を立てて実証的研究を展開する、学際研究が
必要である。 

① 異文化間のソーシャルスキルへの着目自体が少ない。 

Furnham ら(1986）は、在英留学生の社会的困難を調査、ソーシャルスキルがあれば緩和さ
れるだろうと考察した。しかしスキル教育自体は実施しておらず、理念的提案に留まる。 

Baker ら（2005）は、上記 Furnham ら以降、実践研究が進んでいないことを指摘した。そ
して欧米から豪州への移動者に、一般的な対話のスキルを指導する実践研究を発表した。しかし
西洋文化圏内の移動を扱ったものであり、一般的な対人的スキルが学習されるに留まる。文化圏
ごとの行動の特徴には、注目がない。 

②日本と海外諸国間の移動であれば、文化間距離が大きい異文化間移動になるため、文化特異
的な行動の抽出研究が不可欠になる。 

 日本をはじめとする非西洋圏をフィールドにするなら、文化的独自性を把握し、移行環境の組
み合わせによる文化間距離を勘案することが重要になる。すなわち、行動の文化文法を解明して、
文化特異的なソーシャルスキルを検討することが必要である。 

③異文化間ソーシャルスキルについて、応用を視野に入れた学際研究が求められる。 

異文化滞在者の健康は、臨床心理学、社会心理学、異文化間心理学、健康心理学の関わる学際
領域である。クロスカルチュラルな基礎研究を開拓して、異文化間教育、健康教育への教育的応
用を視野に入れるには、国際交流や異文化共同の職場など、異文化接触の現場に通じた研究者と
の学際研究が有用である。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、ソーシャルスキルの異文化適応促進仮説に注目し、対人関係の形成・維持・発展
の要領を異文化間ソーシャルスキルとして捉え、異文化圏での対人行動の学習をサポート源確
保に繋げて、異文化適応を促進する構図を想定する。異文化滞在者の適応支援をめざして、教育
モデルに即した文化学習をベースに、認知行動療法の手法を応用し、健康教育のための心理教育
開拓につながる実証研究を進める。 

在外日本人向けの海外版と在日外国人向けの日本版を展開して、双方向型かつ多地点型のパ
ラダイムを構築することで、文化特異的な現象の解明と、氾文化性を備えた理論的検討を可能に
する。西洋文化圏が優勢だった異文化適応研究を、アジア発の知見で問い直し、理論的総括に貢
献する。 

 

３．研究の方法 

 
(1)文化特異的スキルの解明 

社会文化的文脈における対人行動に焦点をあて、異文化滞在者が当該社会で出会う対人葛藤
と対処方略を調査し、ソーシャルスキルを抽出する。 

①在外日本人 

先行例として手がけた米国スキルの研究をモデルに想定し、面接調査と質問紙調査を行う。海
外の複数地域に対象文化圏を設定して、視点の多元化を試みる。日本人留学生向けの米国スキル
には、要求水準や行動の文化文法の違いに対応する要領を中心に、米国式の強い主張、交渉、自
己開示、ジョーク、異性対応などが、学習セッションで取り上げられた（高濱・田中,2009a 他）。 

②在日外国人 

先に進めた、在日留学生のための異文化間ソーシャルスキル研究をベースに、面接調査と質問



紙調査を行う。特定文化圏を対象とした、文化特異的な現象解明の精緻化を試みる。留学生の実
態は多文化集団であり、知見を精緻化して有用性を向上させる。これまで間接表現、集団、言葉
のハンディ、目上対応、対話、飲み会に対応するスキルに焦点があてられ、一部に実践が試みら
れた（田中,1990 他、Tanaka,2013 他）。 

(2)各文化間移動に伴う異文化適応現象の解明 

日本人の海外滞在と、外国人の日本滞在を立体視し、国際化時代の健康教育へと知見を位置づ
けていく。文化圏ごとの対人行動を起点に、カルチャーショックの予防策と、社会文化的適応の
促進策への示唆をまとめる。アジア拠点の研究発信を進めることで、異文化適応研究の理論的進
展をはかり、健康で有意義な異文化滞在を可能にする異文化適応支援策へと総括する。そしてフ
ィールドの状況にあわせて、可能な教育実践を試す。 

 
４．研究成果 
 
 多様な文化間の環境移行における、具体的な異文化間ソーシャルスキルの手がかりが蓄積さ
れた。あわせて各文化に特徴的な現象の解明が進み、異文化適応研究への新たな示唆が見出され
た。対象の文化圏や対象者ごとに示すと、以下の通り（引用は主な刊行論文）。 
 
（1）ムスリムと日本人 
 文化間距離の大きいムスリムとの交流に焦点を当て、在日ムスリムが日本人ホストとの対人
関係形成で経験する困難と対処を調査した。宗教的規範を守りつつ、日本の習慣と馴染ませて、
友好的関係を築いていく工夫が明らかになった。再調査を行った縦断研究からは、時間経過に伴
い緩和する問題と維持される問題、新たな問題を見出した。日本人ホスト側の方略も調べた。ス
キル学習に使える文化学習教材として、ホスト用の文化アシミレーターを開発し、教育実践を報
告した。また、在インドネシア日本人の調査では、安全面などの社会環境への馴化に工夫しなが
ら暮らす要領を描き出した。中野ら（2016;2017a,b,c;2019a,b;2018））、Nakanoら（2017,2018）。 
（2）ブラジルと日本 
 在ブラジル日本人のニューカマーは、「社会生活スキル」と「対人スキルが」を実施していた。
日系ブラジル人は、適応の支援源にもストレス源にもなりうる「両価的存在」であった。開拓的
意義と理論的貢献に対し、留学生教育学会の賞を受賞した。迫ら（217,2018）。 
 (3)トルコと日本 
 在日トルコ人留学生の対人行動上の困難を調べ、対人関係の持ち方や教育風土の違いと混乱
を描出した。説明と理解を欠いたまま直面する、異質な教育への戸惑いを、「アカデミックカル
チャーショック」と定義した。また、在トルコ日本人の対人行動上の困難を調べ、宗教的制約に
配慮した関係形成の要領を描き出した。Sozen ら（2018）、Nakanoら（2017）、中野ら（2019）。 
（4）在欧日本人 
 フランスに留学した日本人留学生は、キーパーソンや共有する場を使いながら、ホストとのネ
ットワークを拡げていくが、関係の深化は比較的難しい。フランスにおける集いの持ち方や、誘
いや待ち合わせの要領などを会得して学生生活に馴染んでいった。文化を理解し主体的に行動
していく要領に、ソーシャルスキルが認められた。中野ら（2019）。 
 日本人留学生が、異文化間の友人関係を構築していく過程と心理を探索した。鉄川ら（2018）。 
在セルビア日本人を対象に、日本人が比較的少ない海外地域で、同胞とのネットワークに配慮

しつつ、ホストとの関係を構築していく要領を描き出した。 
（5）帰国後再適応 
 日本留学から帰国した中国人を対象に、逆カルチャーショックと対処について調査した。渡航
先への適応は、母文化への再適応を促すのか妨げるのかという「弓引きモデル」の検討を行った。 
習得スキルが母文化で違和感をもたらすことがある。米国留学から帰国した日本人の適応支

援に、自助グループを試みた。高濱ら（2019）。 
（6）在日コリアン 
 二文化の狭間にいる在日コリアンは、ソーシャルスキルを「スイッチング」して社会文化的適
応をはかっていた。文化に依らない「自由人」を標榜する場合がある。異質さの喧伝より、同質
性に注目する「日本的多文化共生」を概念的に提案した。Lee ら（2017;2019a,b）、李ら（2017）。 
（7）在日外国人 
 ケア現場の在日外国人労働者における、異文化間ソーシャルスキルを調査した。対人スキルの
学習として、留学生にロールプレイ方式の学習を試みた。多文化小集団の留学生が教育現場で実
践したホスト対応と相互交流のソーシャルスキルを確認した。社会生活スキルの学習として、地
域生活者の外国人にごみすてのシミュレーションゲームを試み、課題解決に向けた知識や動機
付けの上昇が認められた。畠中ら（2015）,Hatanakaら（2015,2017）、田中（2018）。 
（8）異文化間ソーシャルスキル 
 異文化間ソーシャルスキルは、どのように実行され、適応にどのように影響を及ぼし、その学
習はどのように効果を持つのかを議論した。文化特異的な要素に目配りをすることで、西洋の心
理学からユニバーサルな心理学へと進み、文化に合わせた理論や技術が開発できる可能性があ
る。グローバル時代の健康心理学には、環境移行者の健康教育を組み込み、基礎的知見の蓄積、
概念的提案、技法の開拓が求められる。田中（2016）。総説を投稿中。 
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